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題名； 水の守護神“レザ・サヒブ”インドネシアでの水道の民営化と闘う。 

 

初めに； 

  「ジャカルタの水道民営化に反対する連合が勝利！」これは、2017 年 10 月 10 日、 

 ジャカルタ・ポストの 1 面トップの見出しだった。 

公共財としての水への権利を求めて闘うモハメド・レザ・サヒブ氏は、インドネシア

における水道民営化の阻止に貢献してきた。 

レザ氏は KRuHA（水への権利を求める人民連合）の活動家であり、民営化阻止 

キャンペーンの中心人物の一人であり、その挑戦は今も続いている。 

ここでは、ジャカルタの自宅での同氏のインタビューの内容を紹介する。 

 

１． インドネシアにおける水道の民営化  

インドネシアの水道の民営化は、スハルト大統領の下で 1997 年に始まった。 

   経済危機の際、インドネシア政府への 9,200 万ドルの融資の条件として、IMF は 

ジャカルタ市の水道の管理に民間部門が参入することを求めた。 

"それは公営企業の分野での官民パートナーシップ（PPP）の始まりであり、政府・

  企業間の商業契約の新たなモデルとなった。“ 

 また、それは世界銀行と IMF がマクロ経済的改革の一環として、民営化を含めた新

自由主義への移行をインドネシアやその他の地域において課したものでもあった。 

 

２． 給水のないまま放置された家族 

インドネシアでは、2005 年に水道の完全民営化を可能にする法律が成立した。 

しかし、水道事業の状況は改善せず、それどころか全く逆の状況になった。 

首都の人口の 40％しか水道を直接利用することができず、特定の地域で供給されて

いる水の多くは安全に飲めるものではなかった。 

「水道会社は、増加し続ける水道料金に耐え切れなくなった家族への給水を 5 ヶ月

以上にわたって停止したまま放置した」とレザ氏は振り返る。 

政府は、サービスを改善するために税金を使って介入しなければならなかった。 

実際、民営化協定によると、維持管理はすべて公共の負担の負担であり、民営企業 4

社はその負担がない一方で、料金を決定することができるのである。 
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３． 最高裁での勝利 

市民の不満は増大し、多くの若い活動家が市民の組織化を始め、これが KRuHA 誕生

のきっかけとなった。 

KRuHA の目標は、水道を公共の管理に戻す事であり、市民参加のデモやイベントによ

って、国会への圧力を強めた。 

 その結果、最高裁の 2 人の判事が、KRuHA の民営化阻止の要求を受け入れた。 

 2015 年、市民社会の勝利（裁判所が水道事業の公営化を認める判決を下した） 

により、国際的な関心は薄れていったが、現実には、自治体の公共事業では依然とし

て民間の利益を優先している。 

 また、民営化を受け入れようとする政府の傾向は、まだ根強い。 

 一方、企業（特にサリム・グループ）は民営化の推進に積極的である。 

 都市の公営企業体から追い出された企業は、上流のダム、貯水池、大規模水インフ

ラに関心を向けている。 

  

４． 民営化セクターの不純なゲーム 

 以上のような状況下、民営化セクターは不純な活動を行っている。 

 「世間の注目をそらすために、彼らは官民パートナーシップを「政府と企業間の協

力」（Kerjasama Pemerintah dan Badan Usaha、略して KPBU）と改名した。 

 

 私たちにはやるべきことがまだたくさんあるとして彼は次のように述べた。 

「民間企業が、新たな活動の場としている農村部には巨大なプロジェクトが進行中で

あり、我々は農村部での活動を強化する必要がある。 

水をめぐる戦いは決して単純なものではありません。かつては、活動家を名乗る 

事が、命に係わる危険性があり、多くの人が姿を消した。 

今日では、農村部で同様の状態が起きている。」 

 

 

備考  

１．KRuHA：Koalisi Rakyat untuk Hak Atas Air 

People's Coalition for the Right to Water 

（水への権利を求める人民連合） 

活動の目標は、水道を公共の管理下に戻すこと。 

 

 


